







A Consideration on Vitalization 
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(Received Aug.ll，1986) 
This study iR carried out to consider the vitalization 
in the suburban district of the local city. Firstly， Morita 
district is chosen as the study district and the existing 
states of the district are grasped to clarify the planning 
subjects. Secondly， the questionnaire is carried out to 
the residents at the district. Then daily behavior and 
consciousness for environment and facility on the district 
are studied. 
Finally， basing on the above， the some schemes of the 






























































16.3 % ， I三世代同居J13.1 0/0となっており，三世代同居の割合が比較的高いことと，単身世帯の
少ないことが特徴となっている(図 1 ) 0 
つぎに職業については，約800/0強が就業しており，会社員が57.00/0と最も多く，ついで自営の
17.9 0/0となっており，雇用形態は本雇用が約900/0を占め，近年増加傾向にあるパートは 8.7 0/0にす























業 図 3 雇用形態
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図-4 勤務先の住所 図-5 共働きの理由 図 6 定年年齢
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ている。また，図 5より，共働きの理由をみてみると， 1経済的理由」が61.1%と圧倒的に多く
を占めており，以下「生きがい」が 19.2悦， 1労働は当然」が 8.4引となっている。
就業条件のうち定年制についてみると，全体の71.0 %が定年制があると答えており，また，定年





























みる乙ととする。 1日の労働時間は図一 7に示すとおりであるが，これをみると， 18時間」が
43.3拍と最も多く，以下 16時間」の 20.2%， 110時間」の 12.6%， 1 9時間」の 11.0%のI1聞にな
っており，全体の70%強の人が 1日の 1/3以上の時聞を労働時間で占められている。
また，通勤についてみると，片道の通勤時間は図-8に示すが， 1 9分以下」が52.9%と半数を
占め，ついで 110"-19分」の 22.0%， 120"-29分Jの12.4%の順である。森田地区を除く福井市へ
187 
の通勤が約半数を占めるものの福井市中心部とも至近な距離にあるため，通勤時間としてはむしろ
少ない人が多いといえる O つぎに，通勤手段については，図-9 1乙示すとおりである。乙れをみる
と，自動車利用(運転)が圧倒的に多く，その分担率は 51.3%と過半数を占めている。とれについ
で， 1 2手段利用」が 15.8%， 1自転車利用J9.2 %， 1徒歩J6.7 %となっており，福井地域にお
ける自動車保有率の高さを裏づけている。
つぎに，平日の自由時聞をみると，就業者と非就業者合計では 12時間」が 33.0%を占めて最も







22.3 %で最も多く，ついで 15時間」の 20.5%， I 4時間」の 14.2%， 1 6時間」の 11.0%となっ
ている。また，共働きしている女性としていない女性の休日の自由時間は，図-131乙示すとおりで























































図-8 片道の通勤時間 図 9 通勤手段図-7 日の平均労働時間
1.8九4.2% 圃 1時間













図-10 平日の平均自由時間 図-11 平(日の平均して自由時る間
共働き い ，していない女性別)
188 
つぎに，余暇のすごし方を第 1位，第 2位別にみると図-14に示すごとくであり，第 l位では，
「テレビ視聴」が37.5%と最も多く，ついで「趣味」の 17.4%， I買物」の 14.9%， I子供との遊
び」の 14.0%となっている O 第 2位についても「テレビ視聴」が最も多いが，比率はかなり低くな
っている O しかしながら，つぎに多い過ごし方では，第 l位と異なり「買物」の 23.6%となってい
る。
また，余暇のすごし方壱共働きしている女性としていない女性別にみたのが，図 15である O 乙
れより，第 l位についてみると，共働きしている女性がしていない女性に比べて「テレビ視聴J， 
「買物」で過とす比率が高いが， I趣味J， I子供との遊び」では共働きしていない女性の万が高
い比率となっている o 第 2位では共働きしている女性の「趣味J，していない女性の「友人と合う」























































図-14(a) 余暇のすごし方(第1位) 図-14(b) 余暇のすごし方(第 2位)
余備のすごし方.1位

























































要 国 カテゴリー デー タ数 スコア レンジ 偏相関係数
商庖の業種や 1.満足 49 -0.369 1.012 0.265 
盾数 2.不満足 109 0.303 (2) (1) 
3.わからない 21 -0.709 
緑地空間 1.満足 46 -0.333 0.839 0.217 
2.不満足 113 0.241 (4) (3) 
3.わからない 20 -0.598 
文化的施政 1.十分ある 9 1ー.154 1.320 0.233 
2.十分ない 143 0.166 (1) (2) 
3.わからない 27 -0.497 
スポー ツ i1.十分ある 10 0.025 0.986 0.196 
レジャー 施政 2.十分ない 151 0.104 (3) (4) 
3.わからない 18 -0.882 
歩行空間 1.満足 53 0.036 0.464 0.128 
2.不満足 92 0.110 (5) (6) 
3.わからない 34 -0.354 
公共交通空間 1.良い 130 -0.121 0.454 0.143 
の便 2.悪い 44 0.333 (6) (5) 
3.わからない 5 0.220 
積雪時の影響 1.少ない 35 -0.261 0.335 0.095 
2.多い 134 0.074 (7) (7) 
3.わからない 10 -0.073 
1.満足 32 





要 国 カァゴリー デー タ数 スコア レンジ 偏相関係数
商腐の業種や 1.満足 35 -0.121 0.567 0.175 
唐数 2.不満足 67 0.145 (5) (5) 
3.わからない 13 -0.422 
緑地空間 1.満足 29 -0.087 0.154 0.056 
2.不満足 69 0.020 (7) (7) 
3.わからない 17 0.067 
文化的施設 1.十分ある 4 1ー.605 1. 774 0.329 
2.十分ない 93 0.169 (2) (2) 
3.わからない 18 -0.516 
スポー ツ・ 1.十分ある 7 0.101 1.917 0.493 
レジャー 施設 2.十分ない 90 0.313 (1) (1) 
3.わからない 18 ! -1.604 
歩行空間 し満足 35 -0.225 0.755 0.241 
2.不満足 55 -0.098 (3) (3) 
3.わからない 25 0.530 
公共交通空間 1.良い 68 -0.067 0.248 0.103 
の使 2.悪い 37 0.149 (6) (6) 
3.わからない 10 -0.099 
積雪時の影智 1.少ない 10 -0.577 0.659 0.212 
2.多い 99 0.082 (4) (4) 
3.わからない 6 -0.387 
1.満足 7 












の公的サービスとなっている o X 2軸(固有値0.404)については，得点が大きいほど「ケア施設J
「ホームヘルプ制度」等の介護関連，得点が小さいほど「雇用機会の増加JIスポーツ，レジャー
施設」等の活動関連となっている。
したがって，各軸を解釈すると， X 1軸は施設，施策の種類(文化的一公的サービス)， X 2軸
は施設，施策の内容(介護関連←活動関連)となる。









質 問 内 ，廿. ・ データ数 Xl X2 
スポーツ、レジャー施設 112 0.7657 -0.9339 
文化センター 69 1.7742 0.0612 
工芸センター 33 0.9034 -0.2289 
レクリエーション農園 54 -0.0702 -0.8805 
ケア施設 14 2.2817 5.4174 
雇用機会の増加 45 -0.6170 -1. 2683 
年金制度の充実 234 -0.5142 0.0746 
医療費の無料化 174 -0.9311 0.2757 
公共交通の無料化 55 ー1.4488 -0.0014 
交通施設の改善 33 1.2988 -0.7889 
健康管理制度 132 -0.0717 骨 0.1105
ホームヘルプ制度 32 -0.6423 3.3667 
生涯教育講座 47 2.0712 0.2418 




1.スポーツーレジ・一緒盟 ，.~化センター 3，[;';センター 4.レクリヱーシaン』農園
5.ケア施鰻 6..用償金の滑加 7.年金制度の充実 B.区桜費の鴛科化 9.公終交通の鰭料化
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